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観光情報としてのVlog動画の特徴分析

はじめに

世界的に観光客数は年々増加しており、観光関連産業は
成長産業として期待が高い。観光を取り巻く環境は日々変化
し、新たな観光形態やコンテンツが生まれ続けている。年々上
昇傾向にあるSNSの利用も観光に大きな影響を与えている。
特に20代の利用率は9割を上回っており、SNSを活用した観
光情報の発信や収集が一般的となっている。インターネットネ
イティブ世代であるZ世代の４割以上はＳＮＳやブログ、動画
投稿サイトにて観光情報の収集を行っている。また、この世代
の４割以上は旅行先を選択する際にSNSからの投稿を重視
している（引用１）。

そうしたインターネット上のコンテンツのひとつである
Video Blog、略してVlogは、自身の考えや毎日の出来事を映
像と音声で表現する手段である。昨今のコロナ禍による巣篭
もり需要を経て注目度を高めている。日常生活、趣味やライフ
スタイル、料理、メイクやファッションから、ただ会話するだけの
動画など内容は様々だが、いずれも自然体で撮影された動画
であることが特徴である。この中の旅行Vlogが若い世代の旅
行先選択に影響を与えていると考え、本研究では観光情報と
してのVlog動画の特徴を分析した。

研究方法と結果

本研究では石川県金沢市を取り上げた観光Vlog動画を対
象とする。分析した動画の選定方法としては、YouTubeで「金
沢 Vlog」で検索しヒットした中から、視聴回数が1万回以上
のもの43件を収集した。これらの動画の内容について、場所、
行動内容ごとの撮影時間、および背景の音、人数・投稿者の
性別、日程、動画時間、テロップ、サムネイル、コメント欄、収益
化の以上１０項目に分けて分析した。また動画を特徴別に「番
組風」「情報量重視」「ファッション性重視」の３種類に分類し、
それぞれの代表的な動画の特徴を分析した。

動画に占める各場所の割合については、「飲食店」が最も多
く、次いで「観光地」、「移動」の３項目で９割を占めていた（図
１）。飲食店が最も多かったことの理由として、料理を撮影する
だけではなく食事場面までカメラを回し、映像を使用している
ことが挙げられる。これによってその飲食店の雰囲気や会話
の内容まで感じ取り、視聴者にとっての親しみやすさや追体
験ができる動画の魅力となっている。行動内容に関しても同
様に「食事」が最も多く、次いで「観光（食事以外）と「移動」の
3項目が動画の大半を占めている。また、「ルームツアー」や「準
備」なども比較的時間が割かれており、旅先での過ごし方や
ファッションなど、視聴者が憧れるような一面を出しているこ
とがわかる（図２）。

動画内での音声は、90%以上の動画で環境音が消されず
に使用されている。理由として、親しみやすさ、現地への没入
感を上げる意図が考えられる。環境音があることで実際に現
地を旅行しているような体験が得られる。また、実況が入って
いる動画も多く、視聴者にわかりやすく旅行の知識を伝えて
いたり、視聴者にもその場の空気感を共有したりとその用途
は様々である。動画内のテロップのタイプにより動画を「字幕」

「情報」「感想」の３種類に分類し、またコメントを「意見」「羨
望」「情報」「追体験」「その他・感想」の５つに分類したところ、
テロップのタイプが「情報」に当てはまる動画のコメント欄には、
この動画を旅行の参考とする「情報」に属するコメントが比較
的多く見られた。一方、「感想」のテロップが多い動画では「情
報」に属するコメントは比較的少なく「意見」などで自分の体
験を書き込んでいるコメントが多く見られた。また、テロップが
ない動画のコメント欄では投稿者側から与える情報量が少な
い分、何気ない豊かな日常を覗いて安らぎを感じている「その
他・感想」のコメントが多く見られた。

考察

Vlogは企画や台本を用意することもなく、過度なエフェクト
や凝った演出なども行わないため、投稿者が日常生活で体験
したこと、感じたことをそのまま撮影して発信するリアリティが
魅力である。視聴者が「共感」し、「憧れ」、「追体験」できるコン
テンツであり、それがそのまま視聴者に期待される役割だと言
える。何気ない豊かな日常を覗き、安らぎを感じたり、自分も
旅行に行きたいというモチベーションを高められる。いずれも
動画を見ているうちに、自分もその旅行を体験した気分にな
れるものである。一人旅に行った、あるいは憧れのYouTuber
の旅行に同行したような気分になれるものが求められている
といえるだろう。そこには観光客の実際の視線、観光中にふと
目に入るものや聞こえる音が切り取られていることなど、従来
の観光情報を探る手段ではなかなか見ることのできないリア
リティを感じられるような工夫がある。

［引用文献、主要参考文献］
参考１）公益社団法人日本観光振興協会／「令和2年度版 観
光の実態と志向 ～第39回国民の観光に関する動向調査～」
引用１）公益財団法人日本交通公社／『国内旅行におけるS 
NS・写真に対する意識／実態』

図１ 図２
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黒部ルート開放による立山黒部観光エリアへの効果

はじめに 

　富山県黒部市・立山町は、その雄大な自然と歴史を堪能で
きる観光資源に溢れている。中でも現在注目が集まっているの
が、関西電力株式会社(以下「関西電力」という)が管理する

「黒部ルート」である。黒部ルートとは、黒部ダムと黒部峡谷鉄
道端部の欅平駅をつなぐ工事専用軌道で、黒部ダム建設時
に資材の運搬用につくられた。黒部ルートによって立山黒部
アルペンルートと黒部峡谷鉄道が一つのルートとしてつなが
れば、周遊性が得られそれぞれの観光資源としての魅力が一
層高まることが期待されており、2024年に「黒部宇奈月キャニ
オンルート」の名称で一般開放されることが決定した。
　本論文は黒部ルート一般開放までの経緯を明らかにするこ
とを通して、黒部ルートの観光資源としての性格を示すことを
第一の目的とし、「立山黒部観光エリア」にどのような効果が
もたらされるのかを検討することを第二の目的とした。

黒部ルート開放に至る歴史

　富山県議会の会議録閲覧サイトより、関連する発言をもと
に黒部ルート一般開放までの動向を三つの時期に分類した。

【第１期　1956年~1996年　始動期】
　1956年の黒部ダム着工から40年もの間、黒部ルートは
人々の目に触れられずにいたが、1996年の定員1000人とし
た公募見学会の開始を契機に、一般開放への道が開かれた。
しかし富山県政と関西電力との黒部ルートに対する意識は大
きく異なっており、すぐに次の展開へ進むことはなかった。

【第２期　1997年~2017年　停滞期】
　この期間には公募見学会の継続的な開催、そして見学会の
充実化を図るための取り組みがみられたものの、ルートの安
全性確保が定まらず、一般開放の確定にまではこぎ付けられ
ていない。しかし、黒部ダム着工時に関西電力と厚生大臣の
間で交わされた、黒部ルートを公衆の利用に供することにつ
いての誓約書に関わる議論が行われたり、関西電力の社客枠
の扱いについて議論されるなど、県も強い姿勢を見せるように
なった。またこの時期の末頃から、2015年の北陸新幹線開業
を機に、富山県政は観光に力を入れ始めることとなり、黒部
ルートの産業観光としての可能性についても指摘され始めて
いる。

【第３期　2018年~　再始動期】
　2018年10月に関西電力は富山県との協定を締結し、つい
に黒部ルートの一般開放・旅行商品化が決定した。停滞気味
であった「黒部ルートの一般開放」という県の目標に向かって
本格的な動きがみられた。協定の締結以降は旅行商品の充実
化に向けた議論が重ねられ、一般開放の準備が進んでいる。

黒部ルートの産業観光としての可能性

　はじめこそ周遊可能となることがアピールされた黒部ルー
トであるが、現実的には産業観光としての価値の高さに重点
が移りつつある。黒部ルートの利用人数が年間最大１万人と
いう限られた人数であることの希少価値の高さから、プレミア
ムな商品としての方向性が示されてきた。黒部ルートは国家
的電力事業プロジェクトの歴史を学ぶことができるという点
ですぐれた産業観光であるといえ、富山県の７０年来の懸案
事項であったことから、その話題性は決して低くはない。しか
し、ルート開放の期待とともに周辺地域に対する関心が高
まっているとは考えにくく、黒部ルートの話題性だけが独り歩
きしている状態のように思われる。2017年より富山県の主導
で、立山黒部エリアの観光に関連する企業や機関の役員が一
堂に会する「『立山黒部』世界ブランド化推進会議」が開催さ
れており、黒部ルート一般開放を含めた28のプロジェクトが
推進されている。しかしこれらはルート周辺の既存観光地との
連携についてはあまり触れられておらず、黒部ルート旅行商品
化においては、黒部ルート上の資源を活かすためのガイドや
コース設定等旅行商品の充実化が重視されている。

結論

　本研究をもとに言えることは次の三つである。①黒部ルート
は周遊ルートとしての位置づけとしてよりも産業観光として貴

重な体験を提供する価値を持った観光資源である。②黒部
ルート旅行商品化に向けてより重点的に行われているのはガ
イドやコース設定等旅行商品の充実化である。③黒部ルート
の一般開放は、今のところ立山黒部観光エリア全体の活性化
には直接的には波及していない。
　「希少価値の高い産業観光」という形態は現在日本の観光
においてまだそう多くはみられない。プレミアムチケットにふさ
わしい充実したツアー内容の設定は必要不可欠であり、ツ
アーによって水力発電事業に関する理解が深まれば、関西電
力にとってもメリットは大きく、新たな産業観光として価値の
あるものとなるに違いない。長年の期待が込められたプロジェ
クトである黒部ルート一般開放の効果を周辺地域にも波及さ
せ、話題性の絶えない立山黒部観光エリアとなることを期待
したい。

［参考文献、URL］
参考１）黒部宇奈月キャニオンルートHP／https://unazu-
ki-kurobedam-route.jp/points/
参考２）富山県議会／会議録の検索と閲覧／https://ww-
w.pref.toyama.dbsr.jp/index.php/8497335?Tem-
plate=list
参考３）第2回「立山黒部」世界ブランド化推進会議／プロ
ジェクト進捗報告／資料4（PDF）／https://www.pref.toya-
ma.jp/documents/4704/01495332.pdf
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（図１）主な音楽フェスの地域活性化との関連による位置づけ
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地域活性化を目指した音楽フェスにおける野外空間利用の特徴

はじめに

現在日本では数多くの音楽フェスが実施されている。その
数は小さいものを含めると100件以上にもなるとされる。そし
て音楽フェスは音楽をただ楽しむことだけでなく、宿泊や観光
などで大きな経済効果を与えること、その地域を活性化する
可能性も持っている。音楽産業が活発なイギリスでは、音楽を
通じて観光産業を発展させるミュージックツーリズムという考
え方も生まれている。
本研究では大きく2つの目的を設定する。1つは全国の音楽

フェスの開催形態を調査し、地域活性化を目的として含んで
いるフェスの現状把握と分類をすることである。そして地域活
性化を目的として含むフェスが具体的にどのように地域活性
化に貢献しようとしているのかを、代表的事例についてのヒア
リングおよび資料調査と、会場となっている野外空間の特徴
についての分析を通しておこなう。

調査方法　

全国の音楽フェスの中から、公開されている資料やホーム
ページから開催目的や活動状況を読み取れるもの25件につ

いて、地域活性化への貢献度や主催者・運営組織のタイプな
どによって性格を整理し、マトリックス上に位置付けた。これを
もとにいくつかのタイプに分類し、地域活性化に積極的な音
楽フェスを3件（りんご音楽祭、イナズマロックフェス、スキヤ
キ・ミーツ・ザ・ワールド）抽出した。そして主催者や自治体関
係者へのヒアリング、および会場周辺の状況視察、公式ホーム
ページや既存の論文、雑誌記事などによる資料調査をおこな
い、地域活性化に対する考え方や実施している取り組みの内
容を調査した。さらに野外空間利用の特徴を分析するため、
地域活性化に積極的な音楽フェスとそうでないものをいくつ
か抽出し、フェス会場の野外空間利用の特徴を分析した。

結果と考察

本研究により、以下の３点を明らかにした。1つ目は主催・運
営のタイプと開催目的による位置づけである。地域主体で主
催をしているフェスに近いほど地域活性化の思いは強く、大き
なイベント会社やテレビ局が主催しているフェスほど音楽性
や大人数を動員できるアクセス性を重視していることが読み
取れた（図１）。
２つ目は地域活性化を重視しているフェスでおこなわれて

いる取り組みを明らかにした点である。りんご音楽祭で行われ

ている地元飲食点との連携や、イナズマロックフェスで行われ
ている資源保全のための基金などに有効性を見出すことがで
きた。
３つ目は地域活性化を目的とするフェスでは、フェスが開催

される空間の中で周辺環境や地域産品などの地域資源を意
図的に取り込み、活用していることを明らかにしたことである。
会場の立地や配置が地域活性化の目的と深く関係しうること
が示された（図２）。
これらの結果により、先行研究で分析されているフェスを開

催すること自体による経済効果や価値などに加え、その効果
をより高めるための取り組みや野外空間利用の方向性という
新しい知見を付与することができたと言える。自治体とフェス
の主催者が共同して、空間利用を意識しながら観光業と音楽
フェスを上手く融合させていくことが、音楽フェスで地域活性
化をしていく上で重要になってくるだろう。

［主要参考文献］
参考１）八木良太／「ミュージックツーリズムの概念と日本導
入の可能性に関する一考察」／観光研究30巻１号／
pp.37-44／2019

（図２）りんご音楽祭における野外空間利用の概念図

115114



地域キュレーションコース
まちづくり

村井美慧

Geibun Prize 2019 受賞

電脳村構想は山田村に何を残したのか
人的交流とグリーンツーリズムの観点から

研究の背景と目的

　山村では過疎化及び高齢化が進行し、集落機能の低下、さ
らには集落そのものの消滅に繋がることが懸念されており、空
き家の増加や耕作放棄地の増大、働き口の減少等の様々な
問題が発生している。山村は豊富な森林資源や、水資源、多
様な伝統文化等の地域資源を保有していることから、山村生
活の維持や国土保全のため、地域資源を生かした産業の育
成が必要とされている。
　富山県においても上記のような山村問題は課題となってお
り、県内の中山間地域でも様々な地域活性化事業が取り組ま
れてきた。本研究の研究対象である富山県旧山田村（以下、単
に山田村と表記する）は都市部との情報格差是正によって過
疎化に歯止めをかけるため、1990年代後半に村内希望家庭
へのパソコン無料配布という他に類を見ない地域情報化事
業に取り組み、国内、国外からも注目を集めた。

そこで本論文では、山田村における地域情報化とその後の
地域活性化の取り組みの過程を整理し、その関連性を明らか
にすることに加え、地域情報化当時の構想を再評価するとと
もに、情報化が残したと考えられる人的交流やグリーンツーリ
ズムの成果を評価することを研究目的とした。

　調査では、情報化当時の山田村に関する学術文献や、村の
広報、行政所有の内部資料等の収集に加え、情報化当時中
心となって活動した村民、行政担当者、情報化をきっかけとし
た移住者に対してヒアリングを行った。

地域情報化の展開

　山田村の地域情報化は1995年に山田中学校の教師から
パソコン通信導入の要望があったことから始まった。NTTの
協力の下、村にインターネットを導入し、1996年には村内家
庭の7割にあたるパソコン配布希望家庭にパソコンを貸与し
た。パソコン利用の支援のため、村内では各集落から選出され
た村民によるパソコンリーダーが組織された。

1997年には、在宅健康管理システムとテレビ会議システム
が高齢者等在宅家庭に貸与されたほか、各家庭がインター
ネットに接続され電子メールでのやり取りが可能となり、メー
リングリストも開設された。また、山田村の情報化に興味を
持った村外の学生が企画した「電脳村ふれあい祭」が開催さ
れた。運営には、学生を支援する村内団体「こうりゃく隊」等を
加え、「パソコンお助け隊」としての家庭訪問によるパソコン支
援を中心に、自然や文化などの地域資源を体験する交流イベ
ントが多数企画され、その後2002年まで毎年開催された。

1998年には、全国の地域情報化を推進する地域住民を中
心とした情報化リーダー育成を目的とした電脳山田村塾が開
塾し、高岡の「山田村を勝手に応援する会」から講師を迎えた

パソコン教室が開催されるようになった。
　2004年には村内に光ファイバー網が整備されたが、2005
年の市町村合併によって山田村における独自の地域情報化
事業は終了することとなった。

地域情報化が残したもの
　
　山田村の地域情報化は、パソコン操作の支援者が自然発
生的に組織化されたことで、村内外との交流を促進した。情報
化の支援を主な目的として始まった電脳村ふれあい祭は、パ
ソコンの陳腐化などに伴い年 レ々クリエーション活動などの
交流に比重が置かれるようになっていった。現在、グリーン
ツーリズムを通して山田村の地域活性化を中心的に担う

「NPO法人山田の案山子」は、「こうりゃく隊」を前身としてお
り、電脳村ふれあい祭でのイベントの企画・運営を通して現在
のグリーンツーリズム事業に関わるノウハウを蓄積してきた。
電脳村ふれあい祭における地域資源を活用した交流イベント
は山田村のグリーンツーリズムの原点といえる。さらに、この
時期に生まれた交流は、合併によって地域情報化が頓挫して
からも「清水そば峠」におけるそば打ち技術の習得等山田村
の地域活性化事業の中に生きていることが明らかとなった。こ
のような人的交流は、経年劣化し使用できなくなるハードな
資源と比べて、継承され拡大する可能性があることから地域
情報化が残した重要な財産といえる。
 また地域情報化時代に描かれていた構想は、在宅ワーク推

進というコロナ時代の動きにも通ずる先見の明があった。現
在富山県でもサテライトオフィス誘致プロジェクトが実施され
ており、在宅ワークはコロナ収束後も一つの働き方として確立
されていくことが予想される。現在の山田村がこうした構想に
取り組むことは、かつて地域情報化に取り組んだ経験という
財産を活かし、持続的な地域活性化を進めることへの重要な
方向性になり得ると考える。
 地域活性化事業の成功の鍵は、民間の自発性であり、電脳
村ふれあい祭等の情報化支援を通して、住民が自ら地域の活
性化に向けて行動するという経験は重要であった。山田村時
代の地域情報化の成果は、現在情報化の独自性や形に残る
資源としては残っていないかもしれない。しかし、地域情報化
を通して生まれた人的交流や、グリーンツーリズムの経験は
今日の山田村の形成に貢献しており、貴重な財産を残したと
いえる。

［主要参考文献］
参考1）遠藤竜馬／"電脳村"に見る地域参画型農山村観光の
胎動：富山県山田村の事例から／年報人間科学(21)／2000
／pp.41-55
参考２）倉田勇雄／山田村の行進曲はインターネット／くまざ
き社／1997
参考３）富山県山田村／山田村史 現代編／2006
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末藤啓彦

Instagramに現れる「原風景」を探る

研究の背景と目的

奥野健男は1972年の『文学における原風景』の中で「原風
景」という概念を提示し、「自己形成期の体験によって、現在に
おいてもある感情の想起と共に思い起こされる風景」、「民族
や風土、個人の経験によって原風景は異なる」、「縄文時代以
降、山、川など共有の「原風景」をもっている」１）と説明した。
齋藤はその後の社会での「原風景」の用法を踏まえ、次のよう
に補足している。「太古の風景イメージを、その土地の集団社
会にとっての共通の原風景としてとらえようとする考え方が出
てくる」２）。これは、「原風景」の意味が個人の経験に根ざすも
のにとどまらず、ある社会にとっての「原風景」に拡張されて使
用される例が多くなったことを示している。社会にとって共通
の原風景は太古の風景そのものであるわけではなく、山や川
などの昔からの地形が感じられる現実の風景のことであり、ま
た、その土地の文化的な発展の下地になり、それらを含めた
風景のことであるとされる。

原風景に関する研究は人文、建築、造園、都市計画などの
各分野でなされており、「原風景」の特徴について分析したも
の、そしてそれを現実の空間の管理に活用しようとする研究
が多い。一方で、近年の社会の大きな変化として、情報化社会

の発達、SNSの流行がある。そこで本研究では、情報化の進展
によって「原風景」のとらえ方にも変化が起きているのではな
いかという点に問題意識を置き、多くの人がSNSを利用し、自
分の見たものや意見を不特定多数の人たちに発信できる状
況のもとで、「原風景」に従来の定義とは違った使われ方や新
しい意味合いが付与されている可能性に注目した。

具体的には、Instagram上でハッシュタグ原風景（#原風
景）が付いた投稿（2021年8月～2022年9月）を240件収集し、

「原風景」と表現される風景がどのような風景か、投稿者が
「原風景」という言葉をどのような意味で認識しているかを分
析することを目的とした。

結果と考察

投稿に含まれる情報を一件ずつ定性的に見ていくことで、
投稿された画像と「原風景」との関係について、大きく以下の
４つパターンを見出すことができた。
① 撮影者が「原風景」として認識している、あるいは「原風

景」を想起させる風景そのものを写している
② 「原風景」を想起させるトリガー的なアイテムをメインに

写している
③ 被写体自体は「原風景」ではなく、周辺環境や投稿される

までの体験の中に「原風景」が含まれる
④ 被写体となっている制作物の中に「原風景」が表現され

ている

多くの投稿はパターン①に分類される。風景の中にある特
定のアイテムを至近距離で写している場合もみられ、これらは
②,③に該当する場合もある。パターン②ではアイテムがアップ
で写され、それによって想起される投稿者の過去の体験が語
られる。想起されている風景こそが「原風景」であり、「原風景」
が心象風景であるという性格を明確に表している。パターン
③は事業者が「原風景」を事業のアピールポイントとして利用
している事例が多い。被写体自体には店で提供される料理な
どが用いられ、飲食店や宿などの周辺環境について「原風景」
という表現で付加価値をつけることで「原風景を提供できま
す」という事業者側の意図を表している。パターン④では「原
風景」を写実的に表すものと抽象的に表すものが確認できた。

上記①の「原風景」にはさらに以下の２つの意味の与えら
れ方が存在する。
A　個人的な体験に基づく心象風景としての「原風景」
B　社会で共有されている「原風景」のイメージ

Aは画像と共にコメントがあり、投稿者が想起する過去の体
験との関係が明記されている。Bはコメントやハッシュタグに、

「日本の原風景」のような地理的範囲を示す使われ方をして
いるパターンである。ある市区町村を指して「～の原風景」と
いう場合も確認できたが、「日本の原風景」という使われ方が
特に多かった。

結論

多くの事例で現れた「原風景」の使われ方は、従来の定義
にも十分に当てはまる範囲だったといえる。一方で、パターン
②でみたように「原風景」という属性にアピールポイントとして
の価値を見出す例や、「日本の原風景」＝「日本の美しい風景」
というように心象よりも現実の具体的な風景そのものに意識
が強く向けられるような変化も見られた。このように新たに意
味づけられた「原風景」がSNSの中で再生産されることで、今
後も「原風景」のとらえ方は変化していくことが予想される。

［引用文献］
１）奥野健男／文学における原風景　原っぱ・洞窟の幻想／
集英社／1972
２）齋藤潮／「原風景」（篠原修編『景観用語辞典』）／彰国社
／1998／pp.296-297
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萩原茉夕

ロケ地に選ばれる風景とは
富山県を例として

はじめに

昨今、“聖地巡礼”や“ロケ地巡り”が旅行や観光の一つの形
として隆盛をみせている。これらはコンテンツツーリズムと呼ば
れ、観光事業だけでなく、集客事業としても注目を集めている。

コンテンツツーリズムの隆盛において大きな役割を担って
いるのが、フィルムコミッションである。映像作品の撮影を誘致
したり、その撮影の協力を行ったりすることで、その地域の観
光客増加や地域活性化が期待されている。

そんな中、富山県ではフィルムコミッションの精力的な活動
により、映画やドラマ、アニメなど様々な映像作品のロケが行
われている。そこには富山県ならではの特徴的な風景や、その
魅力が大きな役割を果たしているのではないかと考えられる。
そこで本研究では、富山県内を対象に、映画、ドラマ、アニメ作
品内で、ロケ地として採用されている風景とはどのようなもの
なのか、ロケ地として使われる風景にはどのような傾向や特徴
があるのかを明らかにしていく。

研究の方法

対象とする団体を富山県ロケーションオフィスと高岡フィル

ムコミッション、対象とする作品を高岡フィルムコミッション設
立後に富山県内でロケが行われたものとし、富山県ロケー
ションオフィスと高岡フィルムコミッションの公式ウェブサイト
やSNS、各作品の公式ウェブサイトやパンフレットに記載され
ている情報を参考に、富山県でロケが行われた作品や県内の
どのような場所や風景がロケ地として利用されてきたのか調
査を行った。

富山県におけるロケ地の傾向

富山県内におけるロケ地の傾向を分析した結果、地域別で
みると富山市、高岡市が特にロケ地として選ばれやすい傾向
がみられた。また、ロケ地で撮影対象として選ばれている要素
としては、電車及びその駅、万葉線及びその駅、民家や街並み、
古民家、漁港や臨港道路などが挙げられた。作品ジャンルご
との傾向においては、サスペンス・ミステリー作品では歴史的
建造物や観光スポット、時代劇作品では寺社と古民家、特撮・
アクション作品では臨港道路、恋愛・群像作品では富岩運河
還水公園や総曲輪通り、インド映画では観光スポットがロケ
地として使用されていた。アニメ作品はロケ地が1～2つの地
域に絞られる傾向があった。撮影年との関係については、高
岡フィルムコミッション設立から富山県ロケーションオフィス
設立前までは単発TVドラマのロケが多く、富山県ロケーショ
ンオフィス設立以降は映画のロケが急増していた。さらに、呉
西地区だけでなく呉東地区を含めロケ地が多様化したり、ア

ニメ作品やインド映画のロケが増加するといった変化が起
こっていた。

パンフレット・公式サイトからみる富山をロケ地に選ぶ理由

富山県をロケ地に選ぶ理由を考察した結果、以下の4つの
ケースがあると考えられた。

立山連峰を背景に走る電車の風景が作品コンセプトと合
致した『RAILWAYS愛を伝えられない大人たちへ』（2014）の
ように（1）作品コンセプトと適合する場合、富山県の風景を気
に入り『剱岳 点の記』（2009）、『春を背負って』（2014）、『散り
椿』（2018）、さらに撮影を担当した『追憶』（2017）でも富山
県でロケを行った木村大作監督のように（2）監督がロケ地と
して好む場合、細田守監督の出身地であったことから作品の
舞台のモデルになった『おおかみこどもの雨と雪』（2012）のよ
うに（3）製作者のルーツが富山県にある場合、作品の題材の
米騒動の舞台であったことから富山県にてロケが行われた

『大コメ騒動』（2021）のように（4）原作や史実の舞台が富山
県である場合 である。

この4つのケースに共通している理由として、立山連峰をは
じめとする自然、全国的に見て珍しい路面電車、古い街並み
や文化遺産、地方都市ならではの景観などといった富山県特
有の風景が評価されていることが挙げられると考察する。

ロケ地に選ばれる風景とは

富山県内におけるロケ地に選ばれる傾向と富山県をロケ地
に選ぶ理由を考察したところ、ロケ地に選ばれる風景は、作品
ジャンルやフィルムコミッション活動の隆盛に影響されながら
も、立山連峰などの自然、電車や路面電車、古い街並みや文
化遺産、地方都市ならではの景観などといった富山県特有の
風景であると考える。また、富山県ロケーションオフィス、高岡
フィルムコミッションなどの富山県内のフィルムコミッションの
活動が安定して行われるようになったことにより、ロケを受け
入れやすい土壌が整ったという点も大きく関わっていると言
えるのではないかと思われる。

今後、フィルムコミッションの活動がコンテンツツーリズムに
つながり、富山県に地域活性化をもたらす可能性は大いにあ
るのではないかと考える。

［参考文献、URL］
増淵敏之／ローカルコンテンツと地域再生 観光創出から産
業振興へ／水曜社／2018
富山県ロケーションオフィス／スタッフブログ／http://ww-
w.location-toyama.jp/blog/index.html（参照2020/12/29）
富山県ロケーションオフィス（Facebook）／https://ja-jp.-
facebook.com/toyama.lo（参照2020/12/29）
高岡フィルムコミッション／高岡市観光ポータルサイト たかおか道
しるべ／https://www.takaoka.or.jp/film/（参照2020/12/29）
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砺波平野の散居村にみられる石垣の特徴

図１　玉石の亀甲積み

背景と目的

　富山県砺波平野では約200㎢の扇状地に散居村が広がる。
散居村とは、耕地の中に民家が点在する農村形態のことであ
る。富山県砺波平野の場合、緩やかな傾斜を持ち容易に水を
引くことができる農業に適した場所である一方で、平野の東
部を流れる庄川の氾濫による水害が頻繁に起きる場所であっ
たことから、開墾する際に洪水を避けるために小高い場所に
家を建て、その周囲に農地を切り拓いていったことが散居村
の起源とされる。防風や燃料供給などの目的で屋敷の周囲に
樹木が巡らされた屋敷林も砺波平野の散居村の特徴であり、
これらの景観は人々が自然環境に対応しながら合理的に生
活を送るため培った知恵や努力の表れと言える。
　その景観の中で石垣も欠かせない構成要素の一つである。
砺波平野では庄川筋から得られる川原石を利用して特色の
ある石垣が作られた。また水害対策のために石垣を設置した
家があることも先行研究で指摘されており、河川が石垣の形
態や分布に何らかの影響を与えていると推測される。
  そこで本論文では、砺波平野の石垣の特徴は何か、また河川
が石垣の形態や分布に与えた影響について明らかにすること
を目的とする。

調査地区と調査方法

　本論文では石垣の特徴を把握するだけでなく河川と石垣と
の関係を明らかにするため、河川との位置関係が異なる地区を
選定し比較する必要がある。そこで、国土地理院治水地形分類
図を参考に砺波平野の旧河道を把握した結果、「現在も過去
にも川は流れていない地区」として狐島地区、「かつて川が流れ
ていた地区」として宮村地区、「現在の川に近い地区」として柳
瀬地区の三地区を選定し現地調査を行った。
   調査項目は、(１)囲いの設置状況、(２)石垣の高さ、(３)囲いの
設置方角である。

結果と考察

　石垣の設置方角についてみると、調査対象地では東面と南
面に石垣が多く設置されていた。これは南西からの季節風が
強く吹く砺波平野の自然条件や屋敷の間取り、河川氾濫時の
防御の関係で東面と南面が重要な方角として認識されている
と考えられる。しかし、その中でも玉石の石垣については、狐島
地区では設置方角に偏りが見られなかったのに対し、宮村・柳
瀬地区では東面と南面に多く設置されていたことから、河川に
近い地区ほど川原石である玉石を用いた石垣を重要視してい
ることが明らかとなった。
　また、石垣の積み方についてみると、現在の川に近い柳瀬地
区において玉石の亀甲積み(図１)が非常に多く見られた。玉石

の亀甲積みは見栄えが良くステータスシンボルとしての役割も
持つが、手間と費用がかかる積み方であることから、柳瀬地区
では玉石を用いた亀甲積みの石垣に特別な愛着や誇りを持っ
ていることが伺える。
　そして、接道面での囲いの設置状況についてみると、各地区
全体での囲いの設置率と比較して大きな差は見られなかった
ことから、砺波平野では現在の囲いの設置状況に道路が強い
影響を与えたとは考えにくく、昭和30年代に始まった道路整備
以前からの環境要因が設置理由となったものが多いと推測さ
れた。

砺波平野の石垣の特徴

　砺波平野の石垣の特徴として以下を指摘できる。
　一つ目は、玉石の石垣が多く見られることである。河川から
近い地区はもちろん、河川から離れた地区においても一定数の
玉石の石垣が分布していた。これは庄川の存在により玉石が
豊富に得られたことが理由として挙げられ、亀甲積みに代表さ
れる玉石に特徴的な積み方が見られることも砺波平野の石垣
の特徴と言える。
　二つ目は、河川に近くなるほどその影響が石垣に表れている
ことである。石垣の高さや積み方、設置方角において、河川との
距離により明らかな差が見られた。このことから、砺波平野にお
いて河川は散居景観を生み出した重要な要因であるとともに、
景観を構成する石垣についてもその形態や分布に強い影響を
与えており、その特徴は河川に近いほど強く表れている。逆にい
えば砺波平野において石垣はその地区がどの程度河川との関
係が深いのかを示す指標のような存在となっている。

［参考文献］
参考１）鈴木孝文／環境共生型居住空間としての散居村の保
全／農業土木学会誌69（1） ／2001 ／pp.45－46 
参考２）佐伯安一／富山県の民家の石垣／とやま民俗47／
1995／pp.11－15 
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女性狩猟者の実態について
「狩女の会」を事例に

研究の背景と目的

近年野生鳥獣による農作物や林業への被害が問題となっ
ている1)2)。対策の1つとして野生鳥獣の捕獲が求められるが、
捕獲従事者である狩猟者の数は減少傾向にある。また減少と
同時に高齢化も進んでおり3）、今後狩猟者の数は大きく減少
することが予想され、若い世代の人材確保が求められている。
一方で近年、女性の狩猟免許所持者数が急激に増加してい
る4）。本研究では、伝統的に男社会である狩猟の世界に女性
が参加するようになったきっかけや活動内容、苦労したことや
狩猟の魅力などを把握するとともに、女性狩猟者が狩猟業界
にもたらす変化等を考察することを目的とする。

調査方法

調査は主に女性狩猟者へのヒアリング調査によって行った。
対象としては石川県内の女性狩猟者によって発足した「狩女
の会」という組織に所属、あるいは所属した経験のある女性狩
猟者とその周辺の狩猟者の計7名である。また、既存の文献で
紹介されている女性狩猟者計5名の活動実態についても取り
まとめた。

結果

7名のヒアリングと5名のインタビュー記事5)をもとに、「女性
が狩猟を始めたきっかけ」「女性狩猟者の活動の傾向」「女性
狩猟者がもたらす変化」についてまとめた。
女性が狩猟を始めたきっかけとしては「自身や周囲の人が

獣害に遭ったこと」「食べることに興味があり自分で捕って食
べたいと思ったこと」「周囲の人が狩猟を行っていたことで興
味を持ったこと」の3パターンがみられた。
女性狩猟者の活動の傾向については「活動形態」「苦労し

たこと」「女性であることのメリット／デメリット」の3項目で見
た。活動形態としては「有害鳥獣駆除隊員として班で活動」
「猟隊を組み活動」「単独猟」「少人数での活動」の4種類に分
類できた。苦労したこととしては「体力面での苦労」「周囲の反
応による苦労」「狩猟を始める際の情報の取得に関する苦労」
の3種類にまとめることができた。女性であることのメリットと
しては「解体作業の丁寧さ」が挙げられ、デメリットとしては
「体力」「性別を意識されること」等が挙げられた。

女性狩猟者がもたらす変化については「狩猟の魅力の発
見」「狩猟業界に女性が入ることのメリット/デメリット」の2項目
で見た。狩猟の魅力に関しては3種類に分類でき、また狩猟業
界に女性が入ることのメリットに関しては3点が挙げられたが、
デメリットに関しては特段重要なものは挙げられなかった。

考察

「狩女の会」が果たしてきた役割としては、「興味を持つきっ
かけづくり」「情報提供の場」「ネットワーク形成」の大きく3つ
の役割があり、中でも身近に同性の狩猟者が少ない女性に
とっては情報提供の場としての役割が重要であると考える。
女性狩猟者の活動実態について考察すると、まず狩猟を始

めたきっかけとしては身近な獣害によるものが多く、そこに関
して男女の差はないと考えられる。女性狩猟者の活動の傾向
に関しては、捕りたい獲物や狩猟に割くことのできる時間、自
身の体力などに合わせて狩猟形態を変えているということが
明らかになった。それぞれが無理の少ない形態をとっており、
体力面を考慮した形態の違い以外には、男女による形態の差
はあまり見られないと考えられる。女性であることのメリットと
しては狩猟の時間の作り方が挙げられた。しかし男女の差に
関して「考えたことがなかった」「性別の違いを感じたことがな
かった」とする人が多かったことから、狩猟をすることに関して
体力の差と時間の作り方以外には男女の大きな差はないの
ではないかと考える。女性狩猟者がもたらす変化に関しては、
業界に多様性が生まれたことで狩猟を始めるハードルが以前
よりも下がっていることが指摘できる。狩猟の魅力としては、
「食」を挙げる人が多く、料理をすることの多い女性はそう
いった面でも活躍できると考える。また、食を通して命につい
て学ぶ機会を提供することも、現代社会の中では重要な魅力
といえるだろう。

［引用文献、URL］
1）農林水産省「野生鳥獣による農作物被害状況の推移」
ht tps : / /www.maff .go . jp / j / s e i san / tyozyu/h i -
gai/hogai_zyoukyou/attach/pdf/index-5.pdf
2）林野庁「鳥獣別森林被害面積の年度推移（平成26～30年
度）」
https://www.rinya.maff.go.jp/j/hogo/higai/attach/pd-
f/tyouju-75.pdf
3）環境省「年齢別狩猟免許所持者数」
https://www.env.go.jp/nature/choju/docs/docs4/men-
kyo.pdf
4）環境省「平成20年～平成28年度度鳥獣統計情報」
https://www.env.go.jp/nature/choju/docs/docs2.html
5）田中康弘／女猟師　私が猟師になったワケ／枻出版社／
2011
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沼田和佳奈

メルヘン建築は小矢部市のランドマークになれたのか
地域づくりとランドマークの役割

図１）メルヘン建築の形態変遷

はじめに

　ランドマークには地域アイデンティティの象徴としての役割
がある。1980年代前後から日本各地で地域アイデンティティ
を求める動きが高まっていった中で、富山県小矢部市では現
在「メルヘン建築」と呼ばれる一連の公共建築が建設されて
いった。このメルヘン建築は国内外の著名な西洋建築やおと
ぎの国のイメージを引用した外観が特徴である。本論文では
メルヘン建築の成立過程、外観上の特徴、市民の認識の大き
く3つの観点からメルヘン建築が地域のランドマークとしての
役割を果たしているのか、また地域イメージにどのような影響
を与えたのかを検討した。

メルヘン建築の成立過程

　松本市長の時代（1972-1986）に建設が進められたメルヘ
ン建築は、次第に引用モデルが複雑化し、独特な外観を持つ
建築群となっていった。建設当初莫大な建設費や豪華な外観
に否定的な意見も挙がったが、市長独自の公共施設の建設
理念のもと1992年までに35のメルヘン建築が建設された。
建設が終わった後も市や民間企業がメルヘンのイメージを利

用したまちづくりを進めたことで、小矢部市に「メルヘンの街」
の地域イメージが根付いていった。

メルヘン建築の外観上の特徴

　現存するメルヘン建築34件に対する現地調査から、外観の
維持状態、地域別の建築数、建物の認識距離、立地の4点に
ついて整理した。また、メルヘン建築を引用モデル別に5つのタ
イプに分類した。図1のように次第に複雑化した引用モデルが
建設の終盤期には単純な引用モデルに回帰する傾向にあった。
また、現地調査で明らかとなった4点と5つのタイプ別にメルヘ
ン建築を比較すると、周辺から認識しやすい建築は引用モデル
が複雑であり、塔状構造物を持つ建築である場合が多い。これ
は主に学校建築で見られるが、老朽化の目立つ建築も多く、独
特な形態は外観の維持を困難にしていると考えられた。

メルヘン建築に対する市民の認識

　104名に対するアンケートから、多くの市民が地域のシンボ
ルであると認識していることが明らかになった。周辺から際
立った特徴的な形態が美しさや豪華さを感じさせること、多く
の市民がメルヘン建築に対する思い出の経験を持っているこ
となど、ランドマークとしての役割に密接に関連する視認性、
認知性や場所性が強い建築が複数存在した。特に小矢部市
を離れた人にとって、メルヘン建築はふるさとを連想させる象

徴性が強い建築であると認識されている。その反面、建物本
来の機能との関連の薄さや周辺の景観となじまない特徴的な
形態から、メルヘン建築の存続に否定的な意見も多く見受け
られた。

考察

　メルヘン建築がもたらした地域イメージや、市民が抱く思い
出の経験の強さは愛着や親しみを醸成させ、メルヘン建築は
次第に地域のシンボルとして認識されるようになった。以上の
ことからメルヘン建築はランドマークとして地域アイデンティ
ティを与える一定の役割を持っていたと言えるが、メルヘン建
築は機能性の弱さや周辺の景観との不調和、外観の維持の
困難さといった理由により存続を期待されず、一時的なランド
マークにとどまったものも多いと考えられる。

［主要引用文献、参考文献］
参考１）津川康雄／ランドマーク　地域アイデンティティの表
象／古今書院／2018
参考２）中川理／偽装するニッポン　公共施設のディズニー
ランダゼーション／彰国社／1993
参考３）小矢部市／小矢部市史　-市政四十年史編-／小矢
部市史編纂委員会／1984
参考４）小矢部市／ふるさとガイド小矢部／小矢部市総務部
企画情報課／1984
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形態から、メルヘン建築の存続に否定的な意見も多く見受け
られた。

考察

　メルヘン建築がもたらした地域イメージや、市民が抱く思い
出の経験の強さは愛着や親しみを醸成させ、メルヘン建築は
次第に地域のシンボルとして認識されるようになった。以上の
ことからメルヘン建築はランドマークとして地域アイデンティ
ティを与える一定の役割を持っていたと言えるが、メルヘン建
築は機能性の弱さや周辺の景観との不調和、外観の維持の
困難さといった理由により存続を期待されず、一時的なランド
マークにとどまったものも多いと考えられる。
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